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エクソンモービル有限会社の ERP“STRIPES”  
 
 

「トップは、他社が ERP を導入したことを聞いて、うちも入れると言っています。そのた5 

めには、どこの会社のシステムがいいのかを今検討中で、既に導入した会社に問い合わせを

しているところです。しかし、担当者レベルのざっくばらんな話の中では、それが経営のた

めに役に立ったとか、お勧めだという話は聞きません。むしろ、莫大な導入費用に加え、毎

年のランニングコストも馬鹿にならないというぼやきを聞きます。しかし一度導入した以上

は、やめるわけにはいかないというのです」 10 

 

 ケースライターは日本企業への ERP の導入と運用、効果について関心をもっていた。し

かし、日本企業の経営企画担当者や経理担当者にインタビューをするたびに、上記の類の答

えが返ってきた。その答えの多くは、トップマネジメントが率先して入れたがっているから、

あるいは世の中ではやっているからというものばかりであった。 15 

 日本企業で ERP 導入、そして導入後の運用はなぜ困難なのか。日本企業のマネジメント

スタイルとの関係があるのか。これを模索するにあたり、ケースライターは「日本で ERP

を導入しうまくいっている会社のひとつ」という評判のエクソンモービルのうわさを聞いた。

エクソンモービルは文字通り外資系企業である。しかし、長年日本市場でビジネスを行って

いる。このような企業がなぜ、ERP をうまく使えるのか。ケースライターはエクソンモービ20 

 ルの ERP について調べ始めた。このケースは 2003 年時点での情報とインタビューを基に

作成されている。 
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